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北海道大学の教育学習支援

における連携事例

新潟大学附属図書館セミナー

「ラーニング･コモンズの明日を紡ぐ」

2013.11.19（Tue)

北海道大学附属図書館
利用支援課長

鈴木宏子



本日の内容

１．北大図書館の連携事例の紹介

２．連携に必要なこと

３．連携の先に目指すもの



１．北大図書館の連携事例の紹介



１-１．北海道大学附属図書館の紹介

北図書館：
主な利用者：１･２年次学部生

周辺部局：
工・医歯薬・獣医学部
高等教育推進機構、学務部、
国際本部
創成研究機構（北キャンパス）

本館：
主な利用者：院生・学部生・教員

周辺部局：
文･法・経・教育学部
農・理学部
事務局



１-１．北海道大学附属図書館の紹介

北図書館：
主な利用者：１･２年次学部生

周辺部局：
工・医歯薬・獣医学部
高等教育推進機構、学務部、
国際本部
創成研究機構（北キャンパス）

本館：
主な利用者：院生・学部生・教員

周辺部局：
文･法・経・教育学部
農・理学部
事務局



１－１．北大のラーニング・コモンズ
まだまだ何か足りない

• 本館再生事業（増改築） Ｈ24年度完了

• しかしラーニング・コモンズとしては・・・

• 人的支援がない

• 学術的な交流の場ではまだない

• 北図書館増築Ｈ24年度補正

• これからラーニング・コモンズを構築

• 足りない部分を補う

• これから造る

→ 連携の必要性



１－２．北大図書館の連携事例
（１）アカデミック・サポート･センター（ASC） （学習支援の拠点）

平成22年10月発足

・主に総合入試で入学した初年次生の進路選
択や学習支援を目的に発足。

構成員：

・アドバイザー（教員）

・分野ごとのナビゲーター（進路相談）
・インストラクター（学習サポート）

（いずれも特定専門職員）

・チューター（大学院生）

・アナリスト（特定専門職員）

・学内の教育学修の拠点である高等教育推進
機構の教育支援部門に属する。

「アカデミック・サポートセンターニュース」
2011年7月号より



活動内容：

１．個別学習サポート
（進路･修学相談／学習サポート）

２．スタディスキルセミナー
（ノートの取り方、レポートの書き方セミ
ナー）

３．英語コミュニケーション
（留学生チューターとの会話で英語コ
ミュニケーション力向上支援）

４．「アカデミック･マップ」の作成（総
合入試枠学生のための学部選択支援）

１－２．北大図書館の連携事例
（１）アカデミック・サポート･センター（ASC）

「アカデミック・サポートセンターニュース」
2013年3月号より



Ｈ24年～ アカサポ＋全学のリテラシー担当者との情報交換会 月1回開催
「スキルアップセミナー」の共同開催 6回 57名

Ｈ25年～ 「英語コミュニケーション」を北図書館で開催
「スキルアップセミナー」を本館オープンエリアで開催 12回

第1回スキルアップセミナー
＠本館リテラシールーム
2012.10 第3回スキルアップセミナー

＠本館オープンエリア2013.6 

英語コミュニケーション
＠北図書館グループ学習室
2013.6 
ＡＳＣ英語コミュニケーション」ＨＰより

１－２．北大図書館の連携事例
（１）アカデミック・サポート･センター（ASC）



H25年4月発足

・文部科学省「グローバル人材育成推進
事業（タイプA 全学推進型）採択
大学全体でその達成を目指す。国内大

学のグローバル化を先導する大学として他
大学に貢献する取り組みの実施が求めら
れる。

・１学年（2500名）の中から、200名を選
抜し「国際社会の中で日本人としての自覚
をもって生き抜くリーダー」を養成する特別
プログラム。

・海外留学の義務付け
・留学支援英語の必修
・フィールド型体験学習
・日本文化･社会の理解促進
・先輩社会人（新渡戸フェロー)、
産業界との連携強化

・学務部が事務を掌る。
・留学生担当である国際本部とも連携

１－２．北大図書館の連携事例
（２）新渡戸カレッジ （グローバル人材育成の拠点）

新渡戸カレッジＨＰより



１）留学経験者インタビュー
ポスターとWebにインタビュー記事を公開
海外へ行きたい or 内向き学生を
エンカレッジ

１－２．北大図書館の連携事例
（２）新渡戸カレッジ応援プロジェクト [教員・学生の協力]



後援：北海道大学学務部キャリアセンター・
国際本部・新渡戸カレッジオフィス

１－２．北大図書館の連携事例
（２）新渡戸カレッジ 応援プロジェクト[学内学生支援部署の集結]

後援：北海道大学国際本部・新渡戸カレッジオフィス
アカデミック･サポートセンター

２）講演会の開催
新渡戸カレッジだけでなく、国際本部、キャリアセンター、
アカデミック・サポートセンターの後援により全学的なイベントへ



１－２．北大図書館の連携事例
（２）新渡戸カレッジ 応援プロジェクト [英語指導教員のアドバイス]

３）「めざせ！100万語
英語多読マラソン」

５）英語多読読書会
「スティーブ・ジョブズを英語で読む」

４）ELT英語学習アドバイザーによる
学習サポート



１－２．北大図書館の連携事例
（3）URAステーション （研究支援の拠点）

ワークショップ
「ビブリオメトリクスと研究評価」 9/20開催

「研究支援力を高める」セミナー 7/26開催

「若手研究者のためのAuthor Workshop」6/11開催

H24.10発足

URAとは、研究者とともに研究活動の企画・マネー
ジメント、研究成果活用促進を行うことにより、研究
者の研究活動の活性化や研究開発マネジメントの
強化等を支える業務に従事する人材を指す。

URAステーションは、学内だけでなく地域も含めた研
究者支援の仕事に携わる方々に、新しいスキルの
獲得や情報交換の場を提供する。

図書館とURAステーションは、
H25年6月～9月に、3回の
ワークショップ、セミナーを開催。

若手研究者のための論文セミナー、
研究支援、研究評価に関する
トピックと議論の場を提供。



１－２．北大図書館の連携事例
（４）特別修学支援室 （障がいのある学生支援の拠点）

H25.4発足 「特別修学支援室」

・教員、コーディネーター、学務部職員、支援ボランティア学生
を構成員とする。
・障がいのある学生の相談に応じ、教員や部局と連携して支援
をコーディネートする。
・学務部が事務を掌る。

「修学支援懇話会」 H24.4～

障がい学生の支援の方法や環境整備について情報交換を行
う。月に1回、図書館で開催。
メンバーは、

特別修学支援室に関わる教職員、
障がいのある学生、
障がいのある学生を支援する学生団体
図書館職員

特に図書館では、視覚障がい等のある学生への電子書籍
（読み上げ可能、タブレット端末での閲覧可能）の提供について
調査検討中。

月1回の情報交換会から支援方法を探る

「特別修学支援室」北大祭ポスター2013より



１－２．北大図書館の連携事例
（5）FD研修会等への参加（チャンスを作る）

１．「リサーチ･アドミニストレーター入門セミ
ナーFY2012」

創成研究機構URAステーション主催 H24 12/13 開催

図書館職員1名参加。その後のURAとの連携のきっかけとなる。

２．「多文化交流科目」 FD研修 : 
アクティブ・ラーニングとディベート入門

国際本部留学生センター・高等教育推進機構主催

H25 8/27開催

図書館職員1名参加。オープンエリアの広報チラシ
を配布し、意見交換を行う。

３． 第23回北海道大学教育ワークショップ
「授業の質保証をめざして」

高等教育推進機構主催 H25 11/8-9開催

若手教員のための授業構築ワークショップ。
図書館職員1名参加。図書館の空間・資料・サポートに
ついて30分のレクチャーを行い、図書館機能を授業
に活かすための広報と意見交換を行う。

オープンエリア広報チラシ

きっかけがあれば、
相手の懐に飛び込む勇気も必要



１－２．北大図書館の連携事例
（6）学内から学外のチャンネル開拓へ（チャンスを広げる)

国連寄託図書館としてのイベント「STAND UP TAKE ACTION in Hokudai」

連携・協力
・（学内）全学行事「北海道大学サステナビリティ・ウィーク」への参加
・（学内)国際本部、学内学生団体（JCK北海道事務局、TICAD V）との連携
・（学外)国際協力機構北海道センター（JICA北海道）、札幌国際プラザ、

日本国際連合協会北海道部、北海道、札幌市の後援
広報（学外)
・札幌市、JICA北海道、北海道庁国際課でのポスター掲示
・北海道庁国際課が発行するメールマガジン、札幌国際プラザのニュースレターへの掲載

学生向けフリーペーパーやサイトへの掲載

参加者 63名
（うち一般市民5名）



２．「連携｣に必要なこと



２．「連携」に必要なこと：組織間の連携
（1）Win-Winの関係作りの構築

例１）ASC（アカサポ）連携

・ASCのメリット
・広くセミナーができて集客できる場所が図書館にある
・図書館のリテラシー教育のノウハウと専門性の協力を得られる

・図書館のメリット
・ASCインストラクターの教育のノウハウと専門性の協力を得られる
・ASCに相談にくる学生に図書館利用促進を計ることができる

例2）URA連携

・URAのメリット
・広くセミナーができて集客できる場所が図書館にある

・セミナーやワークショップで活動実績を重ね、支援組織としての認知
度を高める

・図書館のメリット
・URAの研究支援体制を知り人脈を開拓し、図書館の研究支援に繋げ
ることができる



２．「連携」に必要なこと：組織間の連携
（２）Win-Win関係作りにやってはいけないこと

・双方にとってメリットがあり
有益な提案が必要

NG
・こちらの利益優先

・相手のお株を奪う

・こちらからの宣伝だけでは
協力を得られない

・特色を活かし図書館ならで
は、と理解を得られる提案を

・先方の活動を邪魔しない
配慮が必要



新渡戸カレッジ

アカデミック

サポートセンター

図書館

特別修学支援室

URAステーション

学務部

研究推進部

キャリアセンター

国際本部

創成研究機構高等教育推進

機構

学部・
研究科

２．「連携」に必要なこと：大学全体として
（2）大学の理念の確認

北大の４つの基本理念

国際性
の涵養

全人教
育

フロンティ
ア精神

実学の
重視



新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

図
書
館

学
務
部

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク･

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

国
際
本
部

２．「連携」に必要なこと
（3）学内全体での支援へ
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高等教育推進機構 創成研究機構

教育
研究組織

支援組織

事務組織

教育担当理事 研究担当理事

総 長
経営層

各学部・研究科



３．「連携｣の先にあるもの



・学習の場

・学生たちの居場所

・グループワーク・演習の場

・支援の場

・リテラシー、語学学習支援

・障がいのある学生への支援

・学びのコミュニティの場

・ワークショップ、セミナー、学びのサロン

・情報発信の場

・成果発信、情報発信のチャンネル

３．連携の先にあるもの
期待されていること



図書館の特色・魅力

・誰もが利用できるオープンな空間としての魅力

・コンテンツを提供する場所（存在)としての魅力

・支援があり相談できる場所（存在）としての魅力

・多様な組織・人と手を組める柔軟性・独自性

３．連携の先にあるもの
図書館独自の存在感の確立

特色・魅力を活かした存在感の確立

→大学にとっても重要な存在へ



３．連携の先にあるもの
期待に応えうる図書館へ（むすび）

連携先として信頼される存在になるために

必要な３つのこと

１．組織として互いに信頼できる関係を築くこと

２．さまざまな要望や情報要求に応じてコーディネイト
できること

３．学生や教職員の相談に応じられる専門性を磨くこと



ご清聴ありがとうございました。

hisuzuki@lib.hokudai.ac.jp


